
（１）補正の状況 

 令和５年度当初予算については、前回の公表で説明しましたが、その後の補正状況は、計数関係資料２－１のとお

りです。以下、補正の状況を説明します。 

 

（ア）第２回県議会定例会 

 エネルギーや食品価格などの物価高騰への緊急対策として、総額 68億円余を計上しました。 

 まず、「生活者への支援」として、販売事業者を通じたＬＰガスの料金値引きや、医療機関等への食材費の高騰分支

援、省エネ性能の高い家電に買い換える経費への支援、低所得者の独り親世帯に対する給付金などを計上しました。 

 また、「事業者への支援」として、中小企業などに対する電気料金高騰分への支援、医療機関等に対する光熱費の高

騰分の支援、農畜水産業への電気料金、肥料及び飼料価格高騰分への支援金などを計上しました。 

 

（イ）第３回県議会定例会 

新型コロナウイルス感染症の５類移行に伴う予算など、総額 6億円余を計上しました。 

 具体的には、新型コロナウイルス感染症の５類移行に伴い、幅広い医療機関で受入れができるよう、必要な施設整備

費用への支援のほか、畜産研究所における大規模豚舎の建設工事について、資材価格の高騰の影響を踏まえた総事業費

や工事スケジュールの見直しに伴う所要額などを計上しました。 

 

 

（２）執行状況 

 令和５年度一般会計の９月 30日現在の執行状況は、計数関係資料２－２のとおりです。 

 歳入では、収入額 4,134億円となり、歳入予算現額 9,634億円に対して、42.9％（前年同期 41.8％）と前年度に比べ

て 1.1ポイント上回っています。 

歳出では、支出額 3,668 億円で、歳出予算現額 9,634 億円に対して、38.1％（前年同期 40.1％）と前年度に比べて

2.0ポイント下回っています。 
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